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昭和60年度廃液・排水処理状況
無機廃液部門
　環境管理施設として設置されてから11年目を迎え無機廃液の持込量も，それまで6，000L程度で
あったものがここ数年7，000Lを越し，60年度では7，900しにも達した。今年度の廃液持込量も全学
部的に増加しており，今後も入学定員の増加等に伴い廃液発生量も増加するものと思われる。
　廃液持込量の増加とともに廃液の分別貯留が正しく行われているのか疑わしい所も出て来ている。
一般重金属のpH　1以下の所ヘシアン20㎎／しという非常に危険な廃液が持込まれていた。処理を行
う職員の健康を害するおそれがあり，又処理の面でも一般重金属として扱っているため完全な処理
を行うことが出来なかった。これは次回処理用の希釈水として使用した。今後こういつた廃液が持
込まれることのないよう適確な貯留をお願いいたします。
　昭和60年度当センターに搬入された無機廃液は7，　909　しであり実際の処理量は15バッチ9，190Z
であった。無機廃液の部局別発生量，集荷毎部局別持込量及び無機廃液年間処理量とスラッジ発生
量は表1～3及び図1に示す通りである。
　なお図2に主要学部の無機廃液年間発生量の推移を示す。
　教育学部で発生する染料，絵具廃液については60年5．月（222L），12月（320L）の受入れを
行い，61年2月に発生者の手によって処理を行った。処理水の水質分析の結果も合格であった。
表1　無機廃液年間発生量（昭和60年度部局別）
部　局 教育 理 医 医病 歯 一病 薬 工
?
教養 農研 地研 環境 津山p 合計 参考T9年度
重金属 210594296 0 0 0482 19144952020195 0 58824570396599
水　銀 70 0 300 500 0 46118 1 0 0 0 80 0 665448
シアン 0 0 15 0 0 0 90 0 40 60 0 0 0 0205 219
合　計 280 594611 500 0 618 20325362080195 0 6682457909 7266
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表2　無機廃液集荷毎部局別持込み量（昭和60年度）
夏期分（60年7月）
部　局 教育 理 医 医病 歯 歯病
?
工 農 教養 農研 地研 環境 津山p 合計
重金属 80 339150 0 0 0 3008141601080 0 0 2302453398
水　銀 60 0 100 20 0 0 41 60 0 0 0 0 20 0 301
シアン 0 0 5 0 0 0 40 0 0 40 0 0 0 0 85
合　計 140339 25520 0 0 3818741601120 0 0 250 2453784
冬期分（60年12月）
部　局 教育 理 医 鉢叩 歯 歯病 薬 工 農 教養 自尊 地研 環境 津山p 合計
重金属 130 255146 0 0 0 1821100335940195 0 358 0 3641
水　銀 10 0 200 30 0 0 5 58 1 0 0 0 60 0 364
シアン 0 0 10 0 0 0 50 0 40 200 0 0 0 120
合　計 140255 35630 0 0 2371158376960195 0 418 0 4125
表3　無機廃液年間処理量とスラッジ発生量（昭和60年度）
廃液種別 処　理　期　間 処理量 処理フt スラッジ発生量 スラッジ含水率
水　　　銀 昭和60年7月1日～8月2日265．ε合　格 223．0たg 61．3％
重　金　属 8月27日～8，月30日1080 合　格 190．5 66．0
〃 9月2日～9月12日1044 合　格 128．0 62．0
〃 9月18日～9，月24日395 合　格 209．5 60．1
〃 9月27日～10月1日390 合　格 183．5 63．6
〃 10月3日～10，月9日639 合　格 148．5 68．0
シ　　ア　　ン 10月21日～12，月3日435 合　格 279．5 69．0
重　金　属 昭和61年1月28日～2月3日568 合　格・ 147．5 62．3
〃 2月4日～2月10日940 合　格 104．5 60．5
〃 2，月13日～2月17日437 合　格 96．0 59．5
染料・絵具 2月18日～2月19日542 合　格 63．0 60．5
重　金　属 2月19日～2月22日700 不合格 191．5 63．8
〃 2，月22日～2月25日500 合　格 197．0 62．9
〃 2月25日～3月4日590 合　格 177．5 51．2
水　　　銀 3月7日～3月18日665 合　格 259．5 61．2
合　　　計 9190 2599．0
参考59年度 7480 1150
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図1　無機廃液年間発生量グラフ（昭和60年度廃液種別）
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図2　主要学部の無機廃液年間発生量の推移
有機廃液部門
　昭和60年度可燃性有機廃液処理量が処理開始以来始めて10，000Lを越えた。これまで6，000　L
程度であったものが無機廃液同様ここ2年程全学部的に著しい増加を示しており，この傾向は今後
も続くものと考えられる。
　処理量の増加や設備の老朽化等もあって60年8月から11月にかけて大幅な改修工事を行った。試
運転も好調で，12月からの実際の処理も無事終了することが出来た。
　今年度に処理を行った有機廃液は可燃性廃液10，000L，難燃性廃液2，250　しであった。
　有機廃液年間処理量，有機廃液処理期毎部局別処理量，年間処理量グラフを表4，5及び図3に
示す。
　図4に主要学部の有機廃液年間発生量の推移を示す。
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表4　有機廃液年間処理量（昭和60年度部局別）
部　局 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工 農 教養 農研 地研 環境 津山p 合計 参考T9年
可燃性 100380700 300 0255047701070 0 130 0 0 0100008010
難燃性 0 17014500 380 0 50 0 200 0 0 0 0 0 22501450
合　計 1005502150300380 02600 477012700 130 0 0 0 122509460
表5　有機廃液処理期毎部局別処理量（昭和60年度）
　春期分（60年4～6月）
部　局 教育 理
?
医病 歯 歯病 薬 工 農 教養 農研 地研 環境 津山p 合計
可燃性 90 380360200 0 011102490 520 130 0 0 0 5280
難燃性 0 0 950 0 200 0 0 0 200 0 0 0 0 0 1350
合　計 90 3801310200 2000 11102490720 0 130 0 0 0 6630
秋；期分（60年11～61年2月）
部　局 教育 理
?
医病 歯 歯病 薬 工 農 教養 農研 地研 環境 津山p 合計
可燃性 10 0 340100 0 0 14402280 550 0 0 0 0 4720
難燃性 0 170500 0 180 0 50 0 0 0 0 0 0 0 900
合　計 10 170840100 1800 14902280550 0 0 0 0 0 5620
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図3　有機廃液年間処理量グラフ（昭和60年度廃液種別）
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図4　主要学部の有機廃液年間発生量の推移
　昭和58年度から写真廃液の受入れを始めてから今年度で3回目となった。前年度は現像廃液1，900
しと現在の貯留タンク容量の2倍近い受入を行ったため今年度はどうなるかと心配されたが，890Z
にとどまり一圓の受入ですんだ。
　しかし，現在の定着廃液・現像廃液タンク各1，000しでは今後の年間発生量の変化に対応出来る
か心配される。当面受入回数の増加などで対応していく予定であるが，今後の動向によってはタン
クの増設等の必要性も出てくるのではないかと思われる。
　また定着廃液は銀を含有するtめ59年度繰り越し分と合わせて60年6月に1，200Lを61年7月
1，000Lを売払処分し，定着廃液はセンターでの安全な処理方法が確立されていないため60年10月
に987Lを業者依託により処理を行った。
　表6に昭和60年度写真廃液受入量を示す。
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表6　昭和60年度写真廃液受入量
教　育
w　部 理学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農　研 図書館 計
参　考
T9年度
定　着
p　液 69 84
126 76 0 10 33 20 418 569
現　像
p　液 184 150324 143 15 14 39
21 890 1902
計 253 234 450 219 15 24 72 41 1308 2471
洗浄・生活排水
1　汚濁負荷量
　昭和60年度津島地区の汚濁負荷量及び排出水水量を図5に示す。この図より6．月下旬から7月
中旬にかけて非常に高いピークが見られるが，これは大雨時に管路内への雨水の流入によるもの
である。これが’今大きな問題となっているが，地理的にも平野であるため大雨時には河川の水位
．が平地よりも高くなるなど，技術的にも難しくやむを得ないとしているのが現状である。しかし，
微生物処理を行っているので雨水などが一時に大量流入すると微生物処理は行われず，入って来
　　　　　　　　　　　　　”v－v－v”v
た水がそのまま外へ出ている。大半が雨水であるため汚濁負荷量としては排水基準を越えたこと
はないが，流入水量の変動が大きいと後の合併処理装置の処理能力の回復には非常に長い時間を
必要とする。センターとしてもこの問題の根本的解決に十分協力させていただくつもりである。
　今後も研究施設等の増加によって種々の問題が発生してくるものと思われるが地域の環境を害
することのないよう十分目対処を行って行かなければならない。
2　pH異常及び導伝率異常について
　　表8に昭和60年度pH異常一覧表を示す。
　　59年度は160回と大量のpH異常が発生したため今後どうなるかと心配されたが，水質管理員の
　方々の協力によって60年度は59回と著しい減少を見ることが出来た。
　　排出する水の安全を確保するためpH調整装置の設置が61年度から行われる予定であるが，こう
　いった非常時の安全設備の充実を行っていきたいと考えているが，こういつた装置が作動するこ
　とのないよう研究者一人一人の認識を深めてもらい，発生源からの安全の確保に努めてほしい。
3　水　質　分　析
　　昭和60年3月から湖沼水質保全特別措置法が施行され，岡山県でも児島湖がこれに指定された。
　これに伴って当岡山大学でも窒素・リンの排水規制が61年7月より適用される。これに備え当セ
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ンターとしても表9にも示すように窒素・リンの定期分析を行って来たが，これまでの所，特に
問題となるような値は出ていない。しかし，当面この窒素・リンに重点をおいて排水の監視を行
っていく予定セある。
　公共用水域への放流口である北団地　東団地，西団地の3か所の最終放流水の毎月1回，21項
目の水質分析を行った結果を表9に示す。
表7　COD計廃液の発生・処理状況（北団地・東団地・西団地）
年　　月 北団地 東団地 西団地 計 貯留量 備　　　考
1985．0前年度繰越量
昭和59年4月 373．5 353．5 411．5 1138．5 3123．5
5 5735 573．0 673．0 1819．5 4943．0
6 339．0 312．0 350．0 1001．0 944．0売り払い　5000
7 549．5 474．5 587．5 1611．5 2555．5
8 432．5 396．5 483．0 1312．0 3867．5
9 522．5 476．0 554．0 1552．5 5420．0
10 435．0 404．0 466．0 1305．0 1275．0売り払い　5450
11 434．0 424．0 496．0 1354．0 2629．0
12 581．0 522．0 596．0 1699．0 4328．0
昭和60年1月 486．0 432．0 486．0 1404．0 5732．0
2 360．0 324．0 378．0 1062．0 2344．0売り払い　4450
3 504．0 486．0 5040 1494．0 3838．0
（単位：z）
表8　昭和60年度洗浄排水pH異常発生件数
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表9　昭和60年度　最終放流口水質測定結果
生　　　　　活　　　　　　環　　　　　境　　　　分析項目
ﾌ水年月日・場所
pH BOD
r／z
COD
r／君
浮遊ｨ篁
ヘキサ’
鰹o物
r／君
フェノ
求@類r／z
????
亜鉛
r／z
????
北団地 7．5 4．8 10 6 N．D N．D 0．01 α09 0．1060年
@4月25日
@（木）
東団地 7．5 5．4 11 4 1．0 N．D N．D 0．05 0．04
西団地 7．6 6．6 8．1 3 N．D N，D N．D0．09 0．06
北団地 7．4 14 7．5 2 N．D 0．03 N．D 0．10 0．2060年
@5月23日
@（木）
東団地 7．6 2．4 6．2 1以下 N，D N．D N．D 0．04 0．02
西団地 7．8 7．2 8．5 4 N．D N。D N．D0．08 0．06
北団地 7．3 18 8．2 6 0．8 0．04 0．020．11 0．2860年
@6月20日
@（木）
東団地 7．4 1．9 7．0 2 N．D N．D N．D0．04 0．03
西団地 7．4 11 6．8 6 N．D 0．03 N．D 0．14 0．04
北団地 7．1 6．3 7．7 5 N．D N．D N．Dα26 0．1560年
@7月25日
@（木）
東団地 7．4 2．4 7．3 6 N．D N。D 0．．01 0．07 0．01
西団地 7．5 18 8．6 4 N．D N．D N．D0．11 0．09
北団地 7．0 9．4 7．2 5 N．D N．D 0．01 0．20 0ユ760年
@8月29日
@（木）
東団地 7．4 1．6 4．7 2 N．D N．D 0．01 α25 0．05
西団地 7．4 2．3 7．2 1以下 N．D 0．03 N．D 0．16 0．05
北団地 7．2 6．1 5．3 1 N．D N．D N．Dα13 0．2760年
@9月26日
@（木）
東団地 73 1．6 4．0 1以下 N．D N．D N．D0．12 0．02
西団地 73 12 ＆0 1以下 N．D N．D N．D 0．13 0．05
北団地 7．0 11 7．3 3 N．D N．D 0．02 0．23 0．1160年
@10月24日
@（木）
東団地 7．3 2．6 7．5 2 N．D N．D N．D0．07 α03
西団地 7．3 14 7．0 1 N．D N．D N．D 0．10 0．08
北団地 7．3 18 9．1・ 4 N．D N．D 0．01 α10 0．1260年
@11月28日
@（木）
東団地 7．4 2．5 7．2 1以下 N．D N．D N．D0．07 0．03
西団地 7．3 24 8．7 2 N．D N．D N．D 0．09 0．07
北団地 7．3 4．7 8．4 6 N．D N．D0．02 0．10 0．1160年
@12月19日
@（木）
東団地 7．2 3．8 9．0 1以下 N．D N．D N．D 0．07 0．02
西団地 7．2 24 18 3 N．D N．D N．D 0．09 0．06
北団地 7．3 32 12 4 N．D N．D 0．02 0．13 0．1461年
@1月30日
@（木）
東団地 7．3 23 6．4 1以下 N．D N．D N．D 0．07 0．06
西団地 7．0 8．6 6．6 1以下 N．D N．D N．D0．11 0．06
北団地 7．2 43 12 3 N．D N．D 0．01 0．11 0．1461年
@2月27日
@（木）
東団地 6．8 14 9．5 4 N．D N．D N．D 0．10 0．05
西団地 7．0 4．9 89 2 N．D N．D N．D 0．09 α06
北団地 7．1 34 8．8 2 N．D N．D0．02 α12 α1161年
@3月13日
@（木）
東団地 7．1 6．1 7．2 2 N．D N．D N．D 0．09 0．03
西団地 7．3 11 9．0 1 N．D N．D 0．03 0．09 0．08
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項　　　　　　目 健康に係る有害物質項目
　　亀}ンガン
r／z
全クロム
r／z
フツ素
r／z
毒噸箇／c㎡ ．全窒素
r／君
全リン
r／君
カドミ
E　ムr／ゑ
シアン
r／君
????六　価
Nロムr／z
ヒ　素
r／z
全水銀
r／z
0．02 N．D N．D 45 18 2．0 N．D． N．D N．．P N．D N．D N．D
0．06 N．D N．D 0 33 2∫1 N．D 0．21 N．D N．DN．D N．D
α03 N．D N。D 0 16 2．7 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
0．09 N．D N。D 2 8．8 0．76 N．D N．D N．D N．DN．D N．D
0．03 N．D N．D 0 ．19 3．3 N．D 0．02 N．D N．D N．DN．D
0．03 N．D N．D 87・ 21 3．8 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
0．09 N．D
???
22 9．1 0．85 N．D N．D N．D N．D N．D0．0072
0．04 N．D N．D 0 16 38 N。D 0．08 N．D N．D N．D N．D
N．D N．D N．D620 6．1 2．1 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
0．12 N．D N．D 0 11 1．7 N．D N．D N．D N．D N．D N。D
N。D ND0．2 0 13 3．2 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
α02 N．D 0．2 0 3．8 1．4 N．D N．D N．DN．D N．D．N．D
0．09 N．D N．D 0 10 13 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
0．02 0．03 0．2 0 20 0．7 N．D N．D N．D N．D N．D N，D
NIDN．D 0．2 0 9．3 0．67N．D N．D N．D N．D N。D N．D
0．13 N．D N。D 73 12 094N．D N．D N．D N．DN。D N．D
0．02 N。D N．D 0 16 3．8 N．D N．D N．D N．D N．DN．D
0．02 N．D N．D 0 15 2．2 N．D N．D． N．D N．DN．D N．D
0．02 N．D N．D 0 7．3 0．49N．D N．D N．D N．D N．DN．D
0．04 N．D N．D 0 18 4．5 N．D N．一D N．D N．D N．DN．D
N．D N，D N．D 0 9．3 1．5 N．D N．D N．D N．D N．DN．D
0．02 Nj0．1 0 13 1．0 N．D N．D N．D N．一D N．D N．D
0．02 N．D 0．2 0 21 2．4 N．D N．D N．D N．DN．D N．D
N．D N．D N．D 0 7．6 1．2 N。D N．D N．D N．D N．DN．D
0．02 N．D N．D 0 24． 2．0 N．D N．D NボD N．D N．D N．D
0．02 N．D N．D 0 44 4．7 N．D N．D N．D N．D N．DN．D
0．03 N．D N．D 0 16 2．7 N．D N．D N．D N．D N。D N．D
0．01 N．D N．D 24 20 1．6 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
0．02 N．D N．D 0 14 2．0 N．D N．D N．D N．D N．DN．D
0．01 N．D N．D 0 ．11 1．4 N．D N，D N．D N．D N．DN．D
N．D N．D N．D 0 8．5 α39 N．D N．D N．D N．D N．D N．D
0．03 N．D α1 0 27 3．8 N．D N．D N．D N．D N．DN．D
0．02 N．D N．．D 0 15 2．1 N．D N、D N、D N．DN．D N．D
0．01 N．D 0．4 0 8．3 1．2 N．D N．D N．D N。D N．DN．．D
0．02 N．D 0．7 0 12 1．9 N。D N．D N．D N．D N．DN．D
α01 N．D 0．6 0 11 4．1 N．D N．．D N．D N．D N。D．N．D
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昭和60年度設備保全状況
無機廃液部門
　61年3月に試験室の床の張替・壁の塗装等を行った。これまではプレテストも試験室内で行って
いたが，他の分析装置’等もあり非常に狭く不便であったため今回搬入扉の横へ実験台と流しを設置
した。これでサンプリングの度に足を運ぶ手間も省け幾分便利になった。
　原水タンクにおいて廃液貯留中わずかながら廃液の漏洩が見つかり，廃液の移槽後すみやかにタ
ンクの点検を行った。しかしタンク自体の異常は見つからずタンクから反応槽への移槽用コック付
近からの漏洩であった。直ちにコックの交換を行い無事に済み大事には至らなかったが，今後こう
いつた事態も増えてくるものと思われるので，事故に至らぬよう十分注意し適切な対処を心がけて
行きたい。
有機廃液部門
　有機廃液処理装置は昭和52年3月に設置され53年度より運転を開始し，以来56年には急冷塔・煙
道・廃液タンク・洗煙排水受水槽等の取り替え工事を，57年には焼却炉の耐火レンガの張り替え，
バーナーのオーバーホールを，59年には排ガスモニタリング装置のオーバーホールを行って来たが
老朽化も著しかったので今年度は洗煙受水槽・ガス洗浄塔・急冷塔・デミスター等の大幅な改修工
事を行った。試運転・本処理でも安全に処理を行うことが出来た。
　今後も処理量の増加などにより装置の老朽化も早まるものと考えられるので早期に対処を行い，
利用者の処理上の安全の確保，スピードアップ，作業の簡素化等に努めて行きたいと考えている。
　また近年間題とされてきました排ガス中の水銀についても除去装置の設置が望ましいため，独自
の水銀吸着装置の設置を予定している。これについては種々の問題が考えられるので十分な計画・
検討を行い，効果の高いものにしたいと思っている。
洗浄・生活排水
　北団地・東団地・西団地の各COD計のメーカーによるオーバーホールを60年6月に行い部品の
交換等を行った。
　センターと水質管理員との共同業務となっている配管ルート及びポンプの点検等を各部局毎に行
い，汚泥等の堆積状況調査を行い簡単なものについてはその場で清掃も行った。しかし，堆i積の著
しい箇所については人員と時間の都合から学部の方へ依頼して清掃してもらうこととした。
　又，ポンプ及びフロートの作動点検を行った所，フV一トの故障も数箇所見つかったためポンプ
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自体も引き揚げて点検を行う必要があると思われたので，業者によるポンプの点検を12月に行った
やはり羽根車の摩耗の著しい箇所などもあり必要に応じて部品の交換を行った。
　今回の共同業務は充分有益であったので今後も続けて行く予定であるので水質管理員の方々の御
協力をよろしくお願いしたい。
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